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５．自動文字起こし結果 
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  ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

   発言者による確認はしていません。 
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別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:15 弊社サツカワです。それではこれから関西電力大飯発電所の火災感知器の

やっぱ確率の設工認に係るヒアリングを始めます。ハヤシ基づいて説明をよろ

しくお願いいたします。 

0:00:37 関西電力原子力事業本部修理ウシジマでございます。それと本日はよろしくお

願いいたします。本日資料は 123 と御用意してございます。101 の定住アルバ

ム後程ご確認いただくということにいたしまして、本日の説明の趣旨を主なとこ

ろは、資料 2、 

0:00:43 パワーポイント、こちらでもって御説明したいと思っております資料 2 のほうを

ご覧くださいと。 

0:01:03 前回といいますか。2 月 4 日に審査会合後 3 基の 24 日にヒアリングを行いま

して、その際にいただいておりますコメント回答という形でまとめてございます

が、別途資料 2 でございますが、めくっていただきまして、2 ページのところ 20

数年、 

0:01:17 右肩のページ番号で申し上げますと、2 ページのところに、これまでの審査会

合でちょうだいしましたコメント 7000 を記載してございます。これらについての

ポイントでも御回答ということで以降まとめてございます。 

0:01:35 3 ページでございます。3 ページには、以前の資料にもＮＰＯですけれども、コ

メントに対する御回答ということで、まず最初に御説明に入れさせていただきま

したのでここでは今回設工認申請をさせていただいておりますけれども、 

0:01:50 設置許可等の生活圏ついてという観点で整備をしているものでございますが、

やっぱりここでご覧いただきたい点はですね、左の方を審査基準を置きまし

て、盤中に設置許可、そしてミイ／2 節今回の設工認、 

0:02:07 10 月 8 日に補正申請いたしましたが、それを並べてみますと、経営課題関係

に関する設置要綱っていうやつが要求事項のプロですね、β十八番とつけて緑

の箱のところを中心にご覧いただきたいんですけれども、 

0:02:24 青い箱のここでもここの感知器の設置という関係につきましては審査基準から

設置ペーパー設工認という形で展開してございます。0 て今回、緑の箱に注目

いただきたいのですが、閂の設置に関するですね。 

0:02:42 障防法施行規則に基づく、もしくは当行以上方向で徹底するということの要求

事項、こちらにつきましては私ども詳細な設計な確認事項ということで、設工認

の中で、今回その中身について、設計内容をお示ししていると。 

0:02:58 いうものでございますが、下にも書いてございますが、今回のこういった容器

はやっぱそういった設置に関する事項が基準にｋＡ基準で要求されたものでご
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ざいまして、それがこれを復興に向けて記載して申請しているということでござ

います。 

0:03:07 しかもに合わせ許可の記載事項の変更はございませんといった整理でござい

ます。4 ページでございます。 

0:03:23 先ほどの 3 ページの展開等、このＤＢの形のほうにはなるのですが、4 ページ

の上、どうもここではですね、現状ということと今回の設工認申請ということで、

少しビフォーアフター的に具体調査しております。 

0:03:41 現状と解釈がピット前の再稼働申請向けの記載事項のページから形を記載し

ておりますのでバックフィットもということで緑で地域活性化された基準要求事

項でこの部分を受けたところ、設計及び工事計画のところで、 

0:03:48 詳細に御説明してるということで、設置許可との整合性はいつされた形である

ということでございます。 

0:04:05 しその下の矢羽別密閉とこれまでの審査経緯等混む開口の流れということで

整理してございますが、小さけれとしましては証拠黒色でいろんな設置の疾患

的な種類の選定であるとか、 

0:04:24 設置個数ということを確認いただくために設置許可で宣言しておりました 1 個

をさらに細分化して過温一般的撤去を行うということで対応して参りましたペー

ジで、今回の設工認においてはそれを細分化したものを定義してございます。 

0:04:44 三番目のポチのところでございますけれども、これまでの審査会合等でです

ね、高い天井の高い高天井のエリアにある屋外エリア、こういった観点の御含

みましていただいておりまして、赤字ですが、向こうの論点としては放射線量

が高い場所エリア。 

0:04:48 懇設計についての確認となっているということでございます。 

0:05:06 でコメント回答の流れ、これちょっとおさらいになりますが、放射線量が高い場

所を含むエリアについて、感知器の故障であるとか設置保守部署に関する被

曝ばそういった観点も弊社から申し上げまして、そういった空気の流れとか、

そういったものも加味した上で、 

0:05:13 精鋭換気設計の枠組みについて検討して参りましたその結果を本日御説明い

たします。 

0:05:15 5 ページでございます。 

0:05:33 5 ページは、もうこれも以前の資料等で御説明してるところも再掲になりますけ

れども、火災区域の中に火災区画があって、その中を、感知器の瓶つけ方に

ついて確認していただくために細分化してやるもって、 

0:05:54 特にいただいてるというところでございますので、その下に設置許可も原発の

規制と設工認の記載範囲というところをちょっと整理しておりまして、今細分化
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したエリア、ほぼ孔口放射性れてるところについては、先行にも確認として細

分化したものとしてでございます。 

0:06:13 で、その右の格納容器と建屋の番場でございますが、今回新たに御説明別の

件につきましては、下に書いておりますけれども、一部モリヤについて、放射

線量が高いこととチェッキ方法の工夫が必要ということで、今回検討した内容

をまた説明させていただきます。 

0:06:16 6 ページをお願いいたします。 

0:06:32 6 ページにつきましては、これは前回の審査会合にもお渡しした資料を修正し

たものでございます。左側に審査基準を決めまして、そこの要求事項から右側

に放射線量が高い場所を含むエリアの分類ということで、 

0:06:52 火災影響分類系とか最強分類Ｂと一泊でそれぞれの設計の内容について記

載してございます。働きを関連については前回までの内容と相違ございませ

ん。掲げ教育分類Ｂのことですが、前回までの説明ではですね、安全機能を

有する機器等がない。 

0:07:11 昨日機能喪失の恐れがないということから、このエリアの中に関しも感知器を

設置する必要ないという記載をしてございましたが、今回ここの部分につきま

しては見直しをいたしまして、隣接エリアの強化計影響の拡大防止の観点から

ここに新の感知器を 

0:07:23 設置するとした上で、ただし書きでございますが、放射線量が高い一部の三つ

ってことはある意味種類の感知器を設置報告して対応してそれをな成立して

ございます。 

0:07:26 7 ページをお願いいたします。 

0:07:44 今申し上げた影響分類ＡとＢというカテゴリーにつきまして、7 ページの部分で

は系統、そのエリア分離いいですね、Ｂの中のＢ－1 とＢ－2 がございます。今

回現場もを 

0:08:03 実態の確認も踏まえて見直した箇所がＢ－2 のところでございますが、エリア

で右側線量が高くて、この中に感知器を隻数が適さないと考えられる場合にお

いても、そこから排気されているダクトにフィットすることでもって、このエリア内

の感知が可能と。 

0:08:08 考えてございます。これが誤り中というところで見直したみたいです。 

0:08:16 8 ページ 9 ページは、これまでの説明が別個はございません。 

0:08:20 10 ページをお願いいたします。 

0:08:38 70 ページ 11 ページにつきましても、今のカテゴリーの設置に関するところの

考え方はそこの記載の部分を一部修正しましたので、そういった意味合いから

記載の訂正はしておりますが、今後 10、10 ページのフローであるとか、 
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0:08:44 11 ページの整理、これについては大きく変更はしてございません。 

0:08:47 12 ページをお願いいたします。 

0:09:07 10 ページがこれまでに整理したなりＢなり、そのＡ－1Ｂ－12 とカテゴリーにこ

の放射線量が高い場所を含む 11 エリアがどのように違ってられるかという仕

分けた結果を示したものでございます。 

0:09:17 それと左側の記載事項冷凍のハッチングですとか、ブルーのハッチング、こう

いったところについての記載の変更はございません。 

0:09:35 では隣接エリアにおける安全機能を確認した結果を記載した上で放射線量が

低く、火災の感知が可能な場所があるのか悪いのかといった観点を加味いた

しました。その結果、 

0:09:55 上の 123 を七、八ＤといったところはですねワンなりＤ湾内という形で対応がと

れまして、この部分を 69、10、11、この五つにつきましては経営何らかの工夫

でもって感知器を設置する必要がある。 

0:10:14 いうことでＢツーということでございます。この五つのエリアにつきましては、そ

れぞれうちのページで個別の設置の工夫について御説明しているといったとこ

ろでございます。それでは⑤のとかく堆積制御設備のアテンドがありますか

ら、 

0:10:19 次の 13 ページ、14 ページという形で御説明しております。 

0:10:36 13 ページのかオフィスの入口の写真とその部屋の中もレイアウトがどのように

なってるということで 13 ページでは示しておりまして、その中に感知器の設置

についてもマークを入れさせていただいております。 

0:10:52 で、前回の 3 月 24 日のヒアリングの際にですね、開口部であるとか風の流れ

がどうなのっていうのはきちんと説明するということがコメントとしてちょうだいし

ましたので、それを踏まえた結果が 14 ページでございます。 

0:11:12 それを踏まえた結果ですね、14 ページをご覧いただきたいのですが、別途入

口扉網もですね。はいきず平面図ですね、ここらいただきたいんですが、ミイＰ

ＡＲ入口扉のところから計画の中で入ってきまして、 

0:11:28 このバルブ室ですね脱塩塔があるところにかけが入り込んで、最終的には排

気だところは廃止されていくという風の流れでございますコンター線を監視しま

した場合に、 

0:11:46 やはりこのだ先頭室の中の火災というものを想定した場合に、どのようにして

感知するかということで、私ども今回排気ダクトにアナログ式の煙と熱感知器

を設置することで対応できると。 
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0:12:00 いうふうに考えました。ここで左のほうにそのイメージ図を示しておりますけれ

ども、いずれも出せ喪失から排気ダクトに流れていくところでもってほぼケアの

中の火災について関係ができると考えております。 

0:12:16 続きまして 15 ページでございます。全国ページは使用済み樹脂貯蔵か本質

でこちらにつきましてもこけてこれまでの平面図で御説明しておりましたところ

が 15 ページでございます。 

0:12:29 16 ページ順でご覧いただきたいんですけれども、16 ページのほうで立面ます

か、100 は片方向の情報も含めて、特にいただきたいと思います。 

0:12:44 で、16 ページで、まず左側のＦｕｊｉｉ図をご覧いただきたいんですが、これまでの

説明においてはですね、この使用済み樹脂貯蔵タンクし単ページなりがあっ

て、 

0:13:03 その業務のエリアの心に感知器を設置することで、このスキームがあるところ

から漏れ出てくる煙なり、同感知できるとそれに私ども考えてございました。今

回ですねコメント踏まえましても問題ないというものを調査しました結果、 

0:13:20 入口扉から上部エリアに入ってきた風がですねそのままできたのほうにつきも

して流入して、最終的にはタイプ還付室から排気ダクトで排出されるということ

でございますので、これも先ほどまでの説明と同様にですね。 

0:13:26 排気ダクトにアナログ式の煙熱感知器を設置することで対応したいと考えてご

ざいます。 

0:13:45 で、ちょっとここに情報として入っておりませんが、ほぼ補足になりますが、タン

ク室というのは 3 区の中にスズキ入れてある樹脂周期の実施ですね、これが

して線源といいますか、線量高く持ったものとして、放射線を出しているわけで

ございます。 

0:14:02 この排気ダクトというところからですね出た先のところの空気だけを解決されて

る状態ですので、そこのところに設置することについてはですね、線量が高く

なく設置することが可能であると。 

0:14:19 そのように考えております。私の中に変更とすると、そのタンク内の線源から

の推定線量直接浴びることで、課題福祉の感知器を受けないであるとか、人

の被ばくが肩書き加須コードシェアできないと、そういったネックあったわけで

すよ。 

0:14:32 排気ダクトに設置するものについては、タンクからの直接的な選定線源からで

すね、顔を上げることがない場所に設置すれば、指定管理できるというか、そ

ういった考え方でございます。 

0:14:36 続きまして 17 ページをお願いいたします。 
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0:14:51 17 ページはないケースを読ま深部配管室、これも今までに御説明する資料の

後継機まつりますので、17 ページの次の 18 ページでの確認結果を御説明し

たいと思います。 

0:15:09 10 ページで、まず左側に、高さ方向の情報を入れてございますので、こちらの

左側の原子炉容器すべきジャパンという感が書いてございます。こちらからで

すね過程を強制的に給気してございます。 

0:15:26 この壁がこのシンブル配管室の中でしかに向かって強制的に機器の流入して

いきまして、最終的には原子炉容器の確保から上に枝番Ｐってで真ん中の原

子炉容器そのものも漫画があるんですが、 

0:15:41 そこからですね、容器に海へ上げの流れが流れていきまして、そこから右をそ

の原子炉容器からですね、蒸気発生器ないしは電力代 1 冷却材広告。 

0:15:51 もう常にある配管があるんですが、この配管のほうの貫通部を介して、ループ

室のほうに流れていくと、このような形の中になっております。 

0:15:57 別途こういった勝美元になってるというところでございまして、19 ページをご覧

ください。 

0:16:15 人 9 ページでございます。こちらまた平面図になって取り組まんですが、平面

図の左側のほうをご覧いただきますと、原子炉容器がございましてですね、そ

こからは失敗だというか、どのように伸びてる緑も応募が 

0:16:30 だから減収を冷却材配管でございます。そこから分布するというところに一次

冷却材ポンプなり以上たっセキというものがございますので、そこに向かって

配管が貫通してこの複数の貫通するところをですね。 

0:16:36 通り抜けて風がこのループ室のほうへ流れていくといった流れでございます。 

0:16:54 ですので、先ほどの 18 ページで御説明した結果、原子炉容器室冷却ファンか

ら強制的に設置された空気はですね、チーム配管そんな顔小売抜けてこの 8

割方が、この冷却材ループ配管室の 

0:17:09 完全移行に向けてこのループその中に風が流れ込んでくるということでござい

ます。最終的にはこの物質はまた広告の意見の中の廊下の部分って抽出しま

して、また、格納容器の中では風がすべての 

0:17:18 はい。どうも含めてツーツーになっておりますので、格納容器の中には空気が

循環してる津波にご理解ください。 

0:17:35 すいません。ちょっと補足が多くなりましたが、19 ページのところの、今ここで

医局配管室のところ、貫通してきたら復帰を会員によりまして、こちらが新たに

赤の。 
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0:17:54 これアナログ式でない熱感知器というものを設置することを考えてございま

す。こちらが分布室内の業務を感知器というよりが今回の炉内計装用シンブ

ル配管室プール流れように、熱を感知して片寄せする。 

0:17:57 そういった要綱で付けるものでございます。 

0:18:13 加えて興味感知器につきましては、もともとこのループ室内で戦略に行くという

ことでないと設置できないという制約がございましたので、このループ室の設

置できる、この尼崎ネットに変わってこちらでもってですね。 

0:18:33 この流れてきた空気の煙を感知することで対応したいとこのように考えており

ますということで、今は 19 ページで申し上げたことはもう丸見え改定の有無

を、図の上に書いておりますが、ＲＣＳ配管貫通部から出てすぐ入ったところで

聞いてなリスク感知器を設置します。 

0:18:43 残したい線量でいくところに上がるフィンの煙感知器、これを実施することで、

感知できるというふうに考えているということでございます。 

0:18:46 20 ページをお願いいたします。 

0:19:06 20 ページがＢ－廃棄物庫というところでございまして、ちょっとこの日廃棄物固

定には廃棄物として一つで独立した重ねていくかとなっているところでございま

すんで、その中に今空気の流れという情報を入れてございまして、 

0:19:22 この日廃棄物庫の入口側、ここは平年値というところの下側にあります写真測

定法ここ打っておられません入口側のほうにあるんですが、そちらのほうでで

すね。ええと換気設備循環換気設備がございまして、 

0:19:28 その中の換気を循環して除雪を行っているということでございます。 

0:19:47 右側の写真のですね、ウェイ側の法理その後ベント換気設備から廃棄廃機構

というものがございましてそれでこの中を循環させているということでございま

す。こういったことを踏まえまして、現在実績設置しております。苦労も 

0:20:02 アナログしし切れない熱感知器及びとその平面図でちょっとしたほうがありま

すが、上がる式の煙感知器を設置しておりますので、これらによって、この日

廃棄物庫の火災を換気って考えております。 

0:20:05 21 ページをお願いいたします。 

0:20:23 19 ページは先ほどまでの 5 部位というものと、あと設置許可における設計の

センゲンがどのようになっていたかということを真ん中に書きました上で、ペー

ジの情報としましては、右側の赤丸で囲ってあるところ。 

0:20:37 今回の感知器の設置で技術基準への適合に必要な舗数というところを私ども

の設計で対応してきてるかといったところ、こちらに落とし込んだものでござい

ます。 
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発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:20:54 今御説明したような結果を反映しまして、下に書いてございますが 11 エリアの

火災感知器の設計につきましては、設置許可で宣言しております各火災区画

に異なるに集積するということとは整合しておりますし、 

0:21:04 群列基準のここに必要な個数以上の感知器を設計するた設置する設計となっ

ているということで、私どもも問題ないことを確認してございます。 

0:21:23 22 ページをお願いいたします。22 ページは結局そういった設計を踏まえて、そ

の量に関する確認結果でございます。私が無用な被ばくを極力回避したいと

いう思いで、 

0:21:40 線量に関する限りというものを行っておりますので、そちらでこの 1 から 11 の

エリアについて、設置方法を勘案して問題ないかという確認を行っておりま

す。この被ばくの観点から見た場合にはですね。 

0:21:59 ①②③とか⑨市内においても欠勤近傍に設置するために、定検中に設置する

等の工夫が必要であろうとこういったことがございます。また⑤⑥とか⑨⑩①

今回の設置に工夫して排気ダクトのところに設置すると。 

0:22:19 いった対応をとることで何とか対応がとれるかというふうに考えてございます

が、被ばくの観点のエムスそれと同じでございまして精緻に工夫が必要という

ことでございます。⑪のｂ－廃棄物庫につきましては、廃棄物として将来的にさ

らに鈍化持ってればでしょ。 

0:22:24 高い線量になるということも勘案しまして工夫が必要としてございます。 

0:22:34 一方ですね、23 ページ以降は結構参考資料購入局で放射線量の式ですとか

そういった資料をお聞きしてございます。 

0:22:45 別途説明ちょっと駆け足になりましたが、以上でございます。ご質問を御確認

等あると思いますのでよろしくお願いいたします。 

0:22:51 ただし、 

0:22:55 アクセスルート返せちょっとちょっと待ってくださいすいません。 

0:23:09 決着がつかないすいませんお待たせしましたすいません火災対策室のモリヤ

ですけれども、3 ページのところでちょっとあるんですけれども、 

0:23:17 今回ほぼ整理していただいたものをそちらの方としては今回 

0:23:37 今日許可ではブルーとほぼ合っているけれども、石膏には緑の所かかってくる

からは右側の施行にそこんところについて考えようというような出資ということ

でいいんだと思うんですけれども、ちょっと今まで御説明させていただいていた

バックフィットの出資Ｃ、 

0:23:43 ちょっと合ってない感じがあるので、ちょっとこの辺もう一度説明させていただ

いたの。 
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0:23:50 今度の審査会合また改めてやるときにその平均をさせていただきたいと思うん

ですけどいかがでしょうか。 

0:24:10 関西原子力事業本部の周期までいただきますが、おそらくヒアリングにおいて

事実確認現状をオープンな場で議論ということかと思うのですが、今私どもが

ですね、事実関係として私ども考えとして、 

0:24:28 整理しておりますところは、この緑でもって具体的な設置方向については、設

工認入れるというところでございます。今おっしゃられてるところがですね、そう

いったところに疑問を持たれてるのかというところが、ちょっと私どもも、 

0:24:30 しょ 

0:24:37 うちしかおりますので、もし、どういったところを御基準等のパラパラとし、 

0:24:53 当引っかかる点があるのかということだけでもですね、ご指摘いただければオ

プションとしての見解を出さしていただきたいと思うんですが、その天候がでし

ょです。うん。 

0:24:59 この 3 ページ 4 ページの話については、 

0:25:05 昨年の 12 月の会合のときに、ちょっと一旦ペンディングにして、 

0:25:13 今後者整理案とこのまあ実際どうつけるかとかどういう設計状況になってるか

って事実確認を優先してやりますよっていう 

0:25:19 話で止めてたところだったんでそれを大体事実確認取れてきたので、 

0:25:25 改めて、その設計方針としてどうまとめられるのかっていうところを、 

0:25:30 議論する段階になってきたのかなっていうふうに思っていますので、 

0:25:33 ただ、去年の 12 月までの 

0:25:37 その議論を設置許可との整合とか設計方針の 

0:25:43 議論の中では、我々3 ページで言う右一番右側ですね。 

0:25:48 設工認の欄のところでブルーのところに、 

0:25:55 詳細な設計方針をつけた数ということに対して、 

0:26:02 その方針でいいかどうかってのは去年の 12 月ぐらいまでずっと議論をさせて

もらってきたと思っていて、 

0:26:05 それが今回の資料だと。 

0:26:09 ブルーのところの設計方針を 

0:26:15 詳細に議論するんですっていうふうに今説明されたのかなと思っていて、 

0:26:23 ちょっとその辺が何か今までの流れと違うなと思ってそこから事実確認をしよう

と思ってモリヤ、これは、 

0:26:24 聞いたところです。 
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0:26:50 関西お尻までございます。今は本年スズキそのものがおっしゃっていただいた

点の部分ですね、ちょっと私ども受けとめカラーになるのですが、これ設工認

の 10 月 8 日も、 

0:27:10 補足補正申請で私どもが被災した事項を整理として書かせていただいてるん

ですけれども、この後ですね、今回等詳細の設計内容について今回御説明し

た中身ですね、振り替えがてられたならば今後系統基本積極方針につき 

0:27:14 それでは、今後また記載を見直して御説明必要。 

0:27:33 これはと思っておりまして、その辺りはまだ今後の補正のづくりとか、どういっ

た形で記載を修正することは、今後まだ対応が必要というふうに認識してござ

いますと、今気楽に今理解しておりますのはあくまで 10 月 8 日の補正申請

で、 

0:27:46 きた事項の整理という形で見ていただいているものでございます。今後も補正

する予定でございます。社長です。皆さん、次回の審査会合の辺りで、 

0:27:54 話にまた戻ってやりましょうねっていうことのきっかけを作っていただいている

と思っているので、 

0:28:04 その場でその方向性として少し議論ができたなんていうことで、バックフィット

の改正の 

0:28:12 趣旨だとかそういったところと照らし合わせて議論させてもらいたいなっていう

のはモリヤが出現した内容だということです。 

0:28:14 はい。 

0:28:33 はい、関さウシジマでございますが、今細木いただきまして説明いただきまし

た点も含めまして、そういった趣旨で今回私どもが整理した内容と今後を補正

も含めて見直しをしていること、それについては、ピットの趣旨含めて、 

0:28:42 審査会合での議論をさせて漆器ていただけるという保守的な話に理解をいた

しました。 

0:28:48 規制庁鈴木です。はいてその部分についてはそういう方向でございます。 

0:28:52 規制庁サツカワです。 

0:28:57 事実確認になりますけれども、 

0:29:07 7 ページ目のところでまああの分類ごとへとそちらが発せられたエリア分類Ａと

かＢ。 

0:29:13 分類ごとに今こういうイメージで設置しますっていうようなものがあるんですけ

れども、 

0:29:31 これね。ＢＩＴＳで採用するとされている設置方針っていうのは網羅性はないか

セキ審査基準で言ってるような村瀬はある程度担保できないけれどもこういう
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ことであるだけ早期に感知しようとしている設計だっていう理解でよろしいでし

ょうか。 

0:29:51 危険がない電力のため、 

0:29:56 今回ダクト内に設置させていただく場合については、 

0:30:07 パルグループであったり、あの場で事実であったり、あるんですけど、網羅性

については、ダクトの中に 6 弁によって目。 

0:30:25 やはり国でも／できると思ってますので、網羅性についても、今回については

問題だと思ってますんですけど、非常に大きゅうから考えると、盛らせについて

までっていうっていうのは、ここだったと境界部につけることによって、 

0:30:33 この三つエリアが問題だったのは、運転をすると思っておりますので、そういう

セキ辺り、 

0:30:35 ちょっと、 

0:30:39 ちょっとすみません、少々お待ちください。 

0:30:51 規制庁サツカワです。ちょっと一つ確認は先ほど 7 ページ目のところで一つ確

認をしていきたいんですけれども、 

0:31:06 主に聞くこと確認しようと思ってるのは、その火災審査基準で言うところの網羅

性っていうところを担保できてればどれなのかっていうところなんですけど、不

安で設計しているところは、 

0:31:16 の高いところがあるけれども、この（ア）綺麗消防法施行規則に従い設置って

書いてあるんでこれは網羅性があるっていう理解でよろしいでしょうか。 

0:31:18 これ、 

0:31:22 浅い電力なったわけですか。議会でバッチが 

0:31:30 はい、続けてⅡのほうも、また乖離あるけれども、網羅的につけますっていう、 

0:31:32 設計するということでよろしいですね。 

0:31:36 赤で発表された部分で、 

0:31:40 ビーマのほうに行きまして、 

0:31:41 これ、 

0:31:42 8000 

0:32:03 これの考え方を詳細にというか、ここの文言だけで書いてあることの私の理解

としては低いところは網羅的になってますというふうにしか書いてないような気

がしているんですけど、それ高いところ低いところそれぞれどういう設計になっ

てるかってちょっと説明お願いします。 

0:32:05 で、 

0:32:07 関西電力の 

0:32:10 見合わないあれについては、今回もある。 
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0:32:27 私たちがたつとある中で燃料装荷する爆発だ体積制御タンク入口弁が該当す

ると、この辺につきましては、障防法の面積割りの開発的にはそう合同すべて 

0:32:31 もう消えます。 

0:32:38 規制庁サツカワです。面積等個数の関係性っていうと、 

0:32:53 その要求されるため、面積に要求される個数分はついてますっていう説明だ

けいただいたものだと理解してるんですけど、それは結局エリア全域の網羅性

っていう話とは、 

0:32:58 ちょっと違うような気がしていて、エリア全域の村瀬ていう観点ではどうでしょう

か。 

0:33:17 関西電力の売り上げの網羅性につきましても執拗交通情報の領域で起こすも

のが確保できておりますので、やっぱエリア全体に関しても網羅性が担保でき

る認識で間違いありません。 

0:33:31 規制庁サツカワですとちょっと繰り返しになっちゃって申し訳ないんですけどす

ごく広い部屋があって危ないその実際の部屋の感知器の設置の仕方を、ごめ

んなさい、今まだ見てないので、 

0:33:44 手元の資料見てないので何とも言えないんですけど、あの体育館みたいな広

い部屋があって、その面積で要求される個数が配管の端っこのほうに全部や

ってますっていうのも、今の説明の中に含まれてしまうような気がして、 

0:33:56 そうすると、全体のもあわせて個数的には満たしてるけどないんじゃないのっ

ていうふうに考えることもできるかと思うんですけど、そういうセキにはなってな

いっていうことでいいですか。 

0:34:00 関西電力の浦邉。 

0:34:12 あそこ④⑦⑧建屋自体がその配管の広いエリアではなくて、こっち方向で運転

できても一向にここで 

0:34:27 面積ある満足するような場所になっておりますので、高橋この表をすべてやっ

ているというよりは中のペネが低い場所に必要個数 1 個ば主催者に来続ける

っていうのは、設計になっております。 

0:34:45 火災室モリヤで数値確認ですが、ビーチボールところについては今までは図

面とかできてたような形で図面見せていただいたとすれば特に審査基準通り

についてますというふうに判断できる状態になっていると、そういうことで理解

してよろしいですか。 

0:35:07 はい、関西電力ウシジマでございます。今の考え方を点検しましては御理解の

通りでジーッ機にですね。マトリックスで、モリヤ分娩そこに対する 4 設置場

所、考え方を記載してございますが、その中でＢＭというとこ 11 ページの右側

を見ていただくと。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:35:26 2 種類の感知器を消防規則施行法施行規則、また同等以上の方法で設置と

いうことでございまして、ＮＲＡ次が 8 まではですね、ましょ施行規則通りにつ

けてそのようにご理解いただいて結構です。ＢＴ－これが家排気ダクトのところ

で設置するかといったところで、 

0:35:28 ご質問議論があるところと理解して、 

0:35:30 以上です。 

0:35:42 ガチガチですよ。 

0:35:52 すごくとしてだって重なってるっていうことで、まず済みであると考えて育ってい

る。 

0:35:59 11 が正しいから 7 ページもそう書き直してもらって実施してくださいっていう

と、 

0:36:13 規制庁サツカワです。11 ページの記載がＮａＦページの記載のところに今説明 

0:36:16 学生がちゃんとなってるんですっていうこと自体はいいか 

0:36:34 7 ページオキタ 11 ページの記載で差があるような書き方になってると思うの

で、事実確認関係が 11 ページの日湾のエリアについてですけど、11 ページ

に書いてある通りですということならば、7 ページのところも、それに合わせて

いただいたほうがいいかなと思います。 

0:36:45 はい。関西ウシジマございます。ご指摘の通り、7 ページの点はですねちょっと

総研が読めないということですので 11 ページの規制と併せて修正させていた

だきます。 

0:36:48 よろしくお願いします。 

0:36:50 規制庁サツカワですけれども、 

0:37:01 先ほどちょっとピークのところについても説明していただきたいと思ってますけ

ど、そう考えてやっぱりＢＩＴＳのところについては障防法で言ってるような 

0:37:08 留任がっちりはまってるようなものは性はないんですってそういう理解でよろし

いでしょうか。 

0:37:24 関西電力の下げる消防法で言うところのものだけでは、すべての児童任せて

今あっちへ行ってるってなってるみたいですので、サツカワの市耒でバツがあ

ります。 

0:37:30 規制庁サツカワですありがとうございます。わかりました。 

0:37:36 例とその上で、 

0:37:44 ページ戻って感知器の選定のページ、ｇです、9 ページのところに戻っていただ

いて、 

0:37:49 どうぞ。 

0:37:55 ちょっと施工性の話に少しんですけれども、 
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0:38:07 小項目の要求の明細火災審査基準の要求を待って満たすことができると考え

て空気吸引式 

0:38:17 間距離感知器については施工可能な場合に限っては低という評価を最終的

にされてると思いますけれども、これちょっと、 

0:38:33 そもそも各エリアがその干渉物の状況ですとかそういうところがちょっとわから

ない状況で、施工可能な場合に限るって書いてあるにもかかわらず、どこでも

採用されてないっていうところについては説明が足りていないと考えています

ので、 

0:38:36 各エリアのその干渉物の状況、 

0:38:52 そこに空気形式を仮に設置したとしたら、有効に機能が発揮できないんですよ

とか、そういう状況があるのかどうかっての各エリアごとに説明をいただきたい

と思っておりますので資料の追加をお願いしたいと考えております。 

0:38:53 いかがでしょうか。 

0:39:10 やっぱりよくなったり、現状また説明資料のほう、前回、 

0:39:26 個別伝えてないようには代表日にアグレックスの圧損同意と私と載せさせてい

ただいて説明をさせていただいてるんですけども、せっかくエリアの分わからな

いということで、本編資料等にさせていただきます。 

0:39:29 はい、よろしくお願い。 

0:39:36 エリアが相当数絞られているので、エリアごとに詳細に説明していただいて、 

0:39:45 どんな性が保てるような部屋があるのならばまず一つ議論になってくるかなと

思いますので、まずは事実関係の整理をお願いいたします。 

0:39:50 またれる御視察いたしました。 

0:39:56 あと、続けてサツカワですけれども、 

0:40:11 それとあわせて、各エリアのその線量が幾つになるかっていうところをほうれ

ん草示していただいて、人合格形で提案についてはここら辺が管理するってい

うところまで、 

0:40:15 示していただいてると思っているんですけれども、 

0:40:24 ちょうどいやについては、そのエリアのどこに線源があるかってのは非常にわ

かるんですけれども、それ以外でのエリアで、 

0:40:34 選挙が高いところっていうのは、そのエリアのところに線源がそもそもあって、

何が線源になってるのかって言うところを、 

0:40:35 ちょっと確認したいなと。 

0:40:43 考えていますので、それについての資料もあのエリアごとに作成いただきたい

んですけれども、よろしくいかがでしょうか。 

0:40:56 いや、 
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0:41:03 関西電力の企画例えばっちゃ事例等も含めていただきます。 

0:41:23 はい、よろしくお願いします。そのエリアにどういう制限があって、何があるから

線量がこれだけ高いですっていう話なのか、こちらとしても放射線被ばくってい

うイメージ無視するつもりは全然なくて、下げられるよう状況があったりとかす

るのかってそういうところを確認できればなと思って。 

0:41:25 ですので、よろしくお願いいたします。 

0:41:28 私からは以上です。 

0:41:33 これ、 

0:41:42 すいません規制庁サツカワです。 

0:41:57 こちらの意識としてはですね、センゲン何かっていうところとかを精査すること

によって、結局その線源を例えばですけれども、一時的にどかすだとか、除染

をするだとか、 

0:42:11 そういうところをした上で、感知器を設置してるっていう手法も考えられるのか

ないかなと思ってますので、そういう観点であと先ほどの資料作成いただきた

いというふうに依頼したところですので一応そこは特に引き上げよろしくお願い

します。 

0:42:30 やっぱこの関西電力ウシジマでございます。先ほど線源については承りました

ということで周知はしておるんですが、今日ある資料の中でもですね、意味。 

0:42:48 としては持っていただきたいと思いますので、ちょっと資料を御確認いただきた

いんですけれども、例えば 14 ページを見ていただきますと、化学体積制御設

備の脱線とボンベ室ということで脱塩塔というものをですね、丸井 

0:43:08 何年ですか、ドラム缶名なイメージで書いておりますよ、この路線等というとこ

ろは、いろんな原子炉冷却材の中のｋＡなんて限りたときになど出させて除去

していくものですので、ここに放射性物質を有する物がたまってくると。 

0:43:26 今まで書いてあるだけ今日そのものがですね。固定化された恒設設備なんで

すけど、これが線源となるというふうに見ていただければと思います。私の口

座を説明いたしましては、この 13 ページ、14 ページ目で見れば、そういうこと

であると。 

0:43:45 16 ページは先ほど御理解の通り地方済み樹脂貯蔵室の中に使用済み樹脂

そのものがあるので、ちゃんとが線源となるというふうにご理解賜れば項目ま

すで、17 ページ 15 ページで新ブルー室が出て参りますが、これはですね、一

番ものすごく 

0:44:03 原子炉容器そのものが強烈な線源でございまして、そこから株をですね、シン

ブル仲介配管というものが出てきてますので、この辺りが汚染源になっていた
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んですが、ただ、線量の高い低い程度下流のここで表現はできておりません

けれども、 

0:44:13 あとの炉容器からに近づくつけバツって地殻構造に線量は非常に非常に高い

ところで、そのように、まずだぶり感をご理解お願いいたします。 

0:44:15 19 ページ。 

0:44:31 その先の 6 施設の状況でございますが、実はあの今回の確認の対象というよ

りは感知器を今回設置ということで示しておりますけれども、19 ページに書い

ております。 

0:44:48 左側の平面図で原子炉容器がチームにあって、そこから最大のように、配管

が伸びてますが、1 次冷却材広告蒸気発生器というものがありまして、これら

から循環ループの配管となっておりまして、この中に冷却材が 

0:45:03 とてもそうで、ここが非常に線量が高うな高くなるところでございます。とこの右

側を別途上大部分のエレベーションも所も別途外側で外側で部分的に線量が

低いところがあると。 

0:45:24 いった情報、今、今画面では今後に記載をさしていただいておりますちゃい 5

です。20 ページです。20 ページ側の廃棄物について書いておりますが、やは

り拒む観測孔が線源ということで、奥にたくさん蓄積する積載しておりますの

で、特になるほどに高く、高いと。 

0:45:40 入口のほうはまだドラム缶ではいっぱい詰まっていなければ、入口のほうは線

量が低いとセンゲン部門間でやると、そのようにまずご理解をください。また表

現方法の工夫とは考えますが、本日ある情報でも補足は以上でございます。 

0:45:50 これ、 

0:46:04 関西電力のされるイベント確認させていただきたいんですけども、今回の線源

が鳴った配置を含めてわかるようにしていたということをいただくための井戸の

最初のエリアについては、プールエリアだっけ。 

0:46:10 すべてのエリアなのか、よければ一発ニシダでしょうか。 

0:46:26 はい、すみません規制庁の関です。ちょっとここの趣旨をちょっと伝えないと、

ちょっとお互いかみ合わなくなっちゃうと思うんで、ちょっと出資を申し上げる

と、いや 

0:46:30 やはり私たちとしては最終的に 

0:46:37 僕の放射線被ばくを理由にっていうところを理由 2 ステップ、 

0:46:42 となると、やはり専業下げる 

0:46:48 何でしょうねやっぱりその作業可能性というところがあるんでそこについて結

構 
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0:47:00 細かく通っていかざるを得ないっていうところがあると思ってます。それで、や

はり最高の落としどころ。 

0:47:12 その放射線環境がどうかって言うところの最後のところはやはり何らかしらここ

作業する場合においても、 

0:47:30 この線量以下にはならないんですよねっていうことがきちんと示されてる必要

性が全部のエリアについてあるのではないのかっていうふうに私たちは考えて

います。それで、ちょっと脱塩とバルブ室の話がちょっと例に出たんで。 

0:47:35 行くと、例えばここの部屋ってこれ、そう。 

0:47:42 あれですか、タンク自体があるんですか、除染とバルブ室って、ちょっとそこの

ところも 1 回お願いしていいですか。 

0:47:57 だけど、サイトバンカ建屋につきましては企画原案パンフの配布されてますっ

て、繰り返しになるんですけども、こういうこと言う 4 ページ。 

0:48:05 ＪＲの方で赤破線について田中の丸断固けどこれらの 

0:48:09 エンドウのほうになります。 

0:48:25 ちょっと私最初ぱっと見たときに、楽天とバルブ室っていうふうに書いてあった

んで、このバックバルブって例えば定期検査、定期事業者検査のときに、 

0:48:31 数会の定検のうちの 1 階は分解点検をする。 

0:48:38 ような気もするするのかなっていうまず事実関係を知りたいのと、その時ミイ。 

0:48:55 それしなきゃいけないと思ってやる時による線量がどのくらいなのかなっていう

ところが事実関係としてはしたかったってまあまあそういう趣旨ですね、そこま

でやっていればそこでさ、 

0:49:09 作業されてるんだなっていうところの限界値がある程度見えてくるのかなって

いうふうに私思ったんですけれども、ちょっとそこまで、その検討が言ってるの

かどうなのかっていうところをちょっとお伺いしたいというのが趣旨です。 

0:49:21 ここが電力のＰＲＡでやるものだとエンドウのバルブの構造のページですね、

私いただきたいんですけども、14 ページの平面部の報告ください。 

0:49:25 平面図で赤箱枠で囲んでいる場所。 

0:49:32 赤太線で囲んでいる場所っていうのが我々のところの、もっぺんとバルブ室っ

ていうところになります。 

0:49:44 出入口扉が入っていただいても最初のね広がっている場所がある物質ともで

見えにくいですけどもバルブっていうとさせていただいて、ここにバルブがな状

況で、 

0:50:00 実際二本立てになかなか発展する場合によって立って検討したって、提言と

かでバルブの検査については線量の低いバルブでできますので、そういう構

造になってると。 
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0:50:02 いうことになるのか。 

0:50:10 はい。はい。わかりましたとモリヤとしたことあるよ。はい。 

0:50:14 はい。 

0:50:24 であるとやはり、ここのところでタンクエリアはそれなりに高いんだけど。 

0:50:39 ○食うのところはそれなりに水抜きをすりあその定検のときに水抜きをしてお

けばそれなりに線量が下がってるってそういう理解ですよね。 

0:51:02 いや、別途関西ウシジマでございます先ほどの絵を見ながら 13 ページをご覧

いただきたいんですけれども、13 ページの平面図でご覧いただいたときに、赤

の箱の中のですね、⑦とか⑧で書いてあるところがある物質というところになり

まして、 

0:51:20 バックになるところが今回勤務に感知器アナログの煙と熱を受けるということ

で、感知器を置くという設定でございます。しかしながらその後から、そこから

壁を隔てて奥側にだって等がありまして、本来制定のところをいかに管理者っ

ていうところで、 

0:51:29 今回そっから排気する最終的な排気ダクトのところで何とか感知できるんじゃ

ないかということで考えたものが今回の案です。 

0:51:38 何となく今日若干わかりました。強弱をとったんだっけ。どう 

0:51:46 名前今挙げてる名前がそれに合ってないからこういう勘違いを始めちゃうんで

すかね。 

0:51:58 すいません今 6000 とバルブ室っていうのが前提等々があるというものを五戸 

0:52:13 絵をですね損傷して作ってあるので、多分、今、ネックになってるところは脱塩

塔を箇所をＲｉｃｋｅｒ波のエリアですね、ここの部分をどう感知するかというとこ

ろでバルブ室のところは換地できると。 

0:52:31 すみません、仕分けるとそのような数字になることがない地域の自立何となく

言ってることはわかってていただかなバルブのエリアは一応基準に沿ってつけ

られるんだけれどもこのバルブの暴れる砂利が雑円筒部ところだけが 

0:52:39 どうしようもなくてそれが最終的にその 22 ページ目、 

0:52:42 これは 

0:52:47 数字で行く等、 

0:52:57 多分 230 っていうのがばっか脱塩塔のそばでエリアのその他っていうのが、 

0:53:04 バルブエリアなのかなっていうふうに今何とか話を聞くと、そういうふうに 

0:53:07 何か言う読み取れるような気がするんだけど。 

0:53:09 そういうことなんですかね。 
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0:53:28 関西ウシジマでございます。今セキとの側の御指摘された点その通りで、β線

等の被害幅 230 で出そうじゃなくて手前のバルブのところである 0.02 とかで、

そこは問題なく作業ができるとそのような理解で結構でございます。 

0:53:32 わかりました。はい。 

0:53:39 何となく、そこがちゃんとだめだのがやっぱ個々なのよって話を 

0:53:44 ちょっときちんとするっていうことなんです。 

0:53:51 ということとちょっと名前自体をやはりそういうふうに書いていただく。それと、 

0:54:00 へえ脱塩塔自体については、やはりその有無機 

0:54:03 これに向けて点検するようなことってあります。 

0:54:20 あるのかどうかも無から始まってですね、抜きがたいんであれば、そうそういう

事実関係だろうし、抜いたとしてもこういうことであればこういう線量だろうしっ

ていうちょっとやっぱりそこ細分 

0:54:22 どこまで行き着いてこういう 

0:54:24 線量になるんだっていうのを、 

0:54:39 事実関係として最後示していただききたいなと仮定をちゃんと減っている上で、

その数字なんだっていうことをちょっとわかるようにしていただきたいなっていう

のがＡ希望ですね。はい。 

0:54:40 ちょっと 

0:54:47 定性的な要望で申し訳ないんですけれども、はい。ちょっとそこのところ考えて

いただけますか。 

0:55:08 はい。関西の引間でございますが、今ここでですね、あのやりとりさしていただ

いたところで、その、例えば 13 ページであれば、手前のバルブ室と奥側の唖

然としつつ、ここでの対応が異なるといって、ここがですね、うまくお伝えできて

なかったと。 

0:55:18 いうことと理解いたしましたので、ちょっと表現の工夫とか、ここで困ってるとこ

ろはこのまま例えば 13 ページの⑤でやるところであって、 

0:55:33 ここについて線量が年から年中高くて、どうしようもないのか、そういったことも

ですね、ご理解いただけるようにということを承りましたので、ちょっとその辺り

の説明についての検討をいたします。 

0:55:53 はい。規制庁の関です。ぜひそういうことでお願いいたします。それとここマル

つけられるっていうのはちょっとまた別だと思うんでですね。はい。まず事実関

係として申さ作業性としてどうなったっていうところで資料としては 1 回閉じて

完結して説明していただけるようお願いいたします。 

0:55:54 以上です。 
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0:56:13 はい、関さウシジマでございます。今おっしゃった最後の点はもう事実関係とし

てきちんと整理していくための問題、こんなところがきちんと伝わるように修正

した、しておくということで承りました。 

0:56:17 ちょっとお待ちくださいと当たりましてちょっとお待ちください。 

0:56:21 規制庁サツカワです。 

0:56:27 はい、電話して資料、 

0:56:31 資料の関係は所で一通り 

0:56:35 こちらからの質問は終わりました。 

0:56:39 抵当のスケジュールの確認をしたいと思います。 

0:56:49 ちょっと前の段階で出していただいたスケジュールの資料しか今手元にないの

で、審査会合の日程が 4 月の中に入っちゃってますけれども、 

0:56:58 ちょっとまだ 5 月のセキゆっくり印鑑を御決意なるかまだ詰めてない状況で

す。 

0:57:04 今ただいま依頼した事項が 

0:57:21 監査対象部長状況ですとか線量の状況ですとかでところをご質問になってか

ら資料の追加をお願いしたいと思いますので、それを資料に出てきているヒア

リングさせていただいて、また次の審査会合かなというふうにこちらは考えて

おります。 

0:57:24 Ｋａｓｅ電力の方はいかがでしょうか。 

0:57:27 はい。 

0:57:32 関西電力のスケジュールにつきましては、 

0:57:51 コーアの社長にはもうわかりかねるところ踏まえてきたときになったなと思って

おります資料 1 につきましては、ちょっと前回いただいた資料が、これチーム

になっておりまして、近くの河究明ヒアリングうち 20。 

0:57:54 地域で高いを下っております。 

0:58:13 当部あの公開版の資料では、今回 4 月の募集名ですので 4 月 28 日にオープ

ンにしたところでは 600 いただいて、また語学という辺り見せた会合資料で片

付けちょっと山側つけ足していただこうと思います。 

0:58:22 規制庁さえですね、一応進め方としては、ステップとして、こちらの資料の追

加。 

0:58:34 資料をいただいてそれについてヒアリングをして審査会合っていう流れだと思

うんです。それにみあったっていうのは、審査会合のスケジューリングっていう

のは多分 5 月の 

0:58:43 でも、その模範になるのかなというイメージは、てますので、多分中旬だと間に

合わないとは、 
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0:58:45 考えております。 

0:59:03 やっぱり力の込まなければ持ってる学校にしてるけれども今年度ヒアリングに

カード今回込めていただく前に我々はしますと先ほどヒアリングでご理解いた

だいて、次。 

0:59:09 圧力高いというような話は資料でヒアリング資料まとめさせていただきます。 

0:59:27 関西の木嶋でございます。今サツカワさんがおっしゃられた話は今のオキタの

話を今日お渡しする資料の安定性の話でございましたけれども、今後ですね、

今回受けたコメント踏まえまして、Ｄ区画 2 と資料修正。 

0:59:45 を加えまして、5 月の中旬連休明け以降ですね、ヒアリングをもう 1 回ご確認

いただく場を設けさせていただいて、その上で審査会合を早くても 5 月末なり、

6 月になるのか。 

0:59:50 また調整になるのかなというふうに認識いたしました。 

1:00:01 はい規制庁サツカワです。ありがとうございます。今日きょうの資料っていうこ

とについてと今後の進め方っていうことについて理解いたしました。 

1:00:16 関西電力の小疇出るましては、今のままになってもいいのか、治療などのほう

でほとんど説明資料のほうに書かせていただいてまとめについて説明させて

いただきたいというか、 

1:00:39 規制庁サツカワです。よろしくお願いします。はい、渡辺の中で、前回のヒアリ

ングでは管理区域となった比較の決定内容の分かる資料で説明書が出てくる

かどうかも相談いたしましたので、今回このバックについても担保につきまして

は、また、 

1:00:40 はい。 

1:00:55 フェアな観点としましてはサンプポンプ資料なったという形で各方へと意見の

中ににくかったというのをいただいております。 

1:01:04 こういったというか、前回の御挨拶させていただいてチェックしていただきたい

っていう方がヒアリング発電で火災区画。 

1:01:09 そのデータを管理区域には一時系とＢ系の評価するのは、 

1:01:16 全く同じでですね、どういただいたんだけども、あと一部、 

1:01:24 議事に妥協改造が同じ辺りがこの中もあるのが発生する箇所があるわけであ

った。 

1:01:28 やっぱ面会も把握はできるというふうにやっぱ、 

1:01:35 大プレミアムマストのこの説明資料の 7 ページ目。 

1:01:44 の整理でまた上のサージング 

1:01:47 出る箇所の 

1:01:51 やっぱり区域の中でですけれども、ここに 
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1:02:00 一番の水カッティングを境界部分であったりとかなってないっていうか、 

1:02:16 聞こえも数ヶ所あるのはあるんですけども、集めて値上げについて注意深く秒

間に 5 に与えられておりますって地形二次系は縦とされているかができており

ますので、今回、 

1:02:19 僕にはないのかなと考えております。 

1:02:23 タケダではありますけれども眼は以上でございます。 

1:02:29 規制庁サツカワです。外科等ございます。 

1:02:33 この資料はこの資料であろう。 

1:02:37 整理していただいてありがとうございます。今論点となっている部屋、 

1:02:46 がいろいろちりばめられてると思うのでそこら辺の時おかげ中心に確認してい

きたいと思います。ありがとうございます。 

1:02:55 規制庁鈴木です。 

1:02:58 1 点だけ。 

1:03:00 ちょっと確認したいんですけど。 

1:03:03 資料 2－ 

1:03:10 14 ページで、先ほどいろいろ細かくセキの方からした。 

1:03:14 円筒とバルブ室のところですけど。 

1:03:19 14 ページの 

1:03:22 上が見ず、 

1:03:25 ⑤。 

1:03:35 初めに、化学体積制御系ＣＶＣＳの脱塩塔のペアが三つ。 

1:03:41 ページ、そこから排気ダクト、 

1:03:45 左側のほうに系ダクトが 

1:03:51 壁を介した向こう側の通路なのか、これっていうことはないけど、 

1:03:55 ダクトに繋がってますって書いてあるんですけど、この 

1:04:02 ラックって、14 ページの一番上の部分、これってとったんですか、それとも中

で、 

1:04:07 上とか下の下の階から合流してきているところ。 

1:04:09 なのか。 

1:04:23 関西電力大飯発電所のみです。すいません。そこへ掛け金取りに行く方でもう

一度お願いできますでしょうか。資料 2－ 

1:04:25 14 ページの 

1:04:40 脱塩塔の部屋が四つあって、上が三つ独立してあるところがＣＶＣＳの脱塩塔

の部屋ですねこれ。 

1:04:44 ここから排気ダクトを介して、 
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1:04:50 左側のだく等に合流しているんですけど。 

1:04:57 この左側のダクトの一番の中で一番上の部分。 

1:05:06 起こって、先ほどの補足説明資料を見ると、管理区域の境界の壁なんですよ

ね。 

1:05:11 そうするとこれって、その壁を貫通してるわけじゃなくて、 

1:05:18 ここが一番突端になっている、そういう構造を示してるんですか。 

1:05:22 それとも何かマルって書いてあるのが、 

1:05:26 下の階とか上の階から合流してきてるような 

1:05:28 絵になってるってことですか。 

1:05:37 関西電力大飯発電所ミイです。確認さしてください。お願いします。 

1:05:42 次回次回で結構です。 

1:05:46 承知いたしました。 

1:06:01 最後にすいません規制庁の関ですけど、まとめているわけではないですが、ち

ょっと私途中抜けてたところもあったんで。 

1:06:03 今日も総括的に、 

1:06:04 予定です。 

1:06:13 まずいただいた資料で言うと 3－3 ページ目の整合性のところについては 

1:06:18 最初、冒頭で話した通りなので、 

1:06:25 ちょっと議論するのはちょっと審査会合ということになりますけれども、 

1:06:31 見解があれば、補足していただければと思います。それから、 

1:06:35 4 ページ目のところで、 

1:06:47 北のほうで審査経緯のところで残る論点は放射線が高い場所を含むエリアの

にっていうことで書いてありますけど、ちょっと私たちは 

1:06:53 Ａに入る手前にまださっき 

1:06:56 選定した感知器の網羅性に関する議論 

1:07:03 サツカワが指摘させていただいたかと思いますけどそこの部分は残っていると

思いますので、 

1:07:11 ちょっとそこのところはぜひ、今回潰していただきたいというふうに考えてます

のでここは 

1:07:25 ここまでのところはその感知器の性能という話感知器の性能なり設置っていう

ところなので、私たちの考えとしては作業員被ばくでちょっと別物として、 

1:07:34 整理すべきことではないのかというふうに考えています。どちらかと江畑川天

井エリアと一緒で技術的に 

1:07:37 どうしようもない。 

1:07:43 ただ、そこにつける意味特に杓子定規にへえ。 
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1:07:52 同審査基準の通りつけるの意味があるのかっていう議論だと思いますのでそ

こは 

1:08:00 ちょっとこちらのは作業員被ばくとこちらまでにしないでですね、きちんと各部

屋について語りきっていただきたいというふうに考えています。 

1:08:17 それであの作業員被ばくの点については先ほども申し上げましたけれども最

終的にはその作業員被ばくを守るっていうところととは言っても火災感知性能

をきちんと担保するっていうところの両輪を 

1:08:27 どういうふうに最適に考えるのかっていうところになると思いますので、そこの

ところを念頭にしていしていただいて、 

1:08:44 線量についてはやはりここここまで努力してもこういうことなんだっていうところ

やり切った感があるところでですね、議論をしないとやりきれないところ。 

1:08:48 が見受けられるような資料で議論をしてしまうと。 

1:09:04 ちょっとげ間違った方向に行くのではないのかと思っておりますのでそこのとこ

ろはやり切った感があるようなちょっと調査を結果となるようにしていただくよう

お願いいたします。 

1:09:16 はい、それからちょっと今日この場で特に指摘のほうは人指摘という形でして

ませんけれども、 

1:09:33 ここにつけられますっていう議論は変量の点からいけそうなのかもしれません

けれども、やはり先ほどもう一つ申し上げた通り、その感知性能がちゃんと要

求事項であるということとセットになりますので、 

1:09:49 そこのところがちょっとない語られないような形でずっと話が進んでいくとこれ

またボタンの掛け違いになりがちなところだと思いますのでそこの部分をちゃ

んと補っていただくようお願いしたいと思います。私から総括的には以上でご

ざいます。 

1:10:12 関西電力式になってございます。今幾つかのコミットとなる点を最後にまとめて

いただいたと理解してございます。3 ページで、今回もですね、ここで議論する

のではなくて、審査会合のバレー。 

1:10:19 議論いたしましょうというふうにされている点ですね、私ども思いとしては参考

1 のほうで、緑、 

1:10:30 今生理学でもって整備したもので御説明予定でございます。ちょっとこの辺で

すね、過去にも設工認の申請をする時に、 

1:10:47 ですね、どういった議論があったかということも少しだけ補足させていただきた

いのですけれども、今私どもこの設工認で詳細なエリアの空港店停止系でど

のような感知器を設置、どのように設置するかというの最後。 
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1:11:07 御確認いただいております。私どもはこの設備の入口に法案を手続きの方を

業者ものかといったときに最小ご相談に伺ってございますが、その際にです

ね、きっと設置許可も県ＰＣＣＶ 

1:11:22 さっきのところで、こういったところには感知器が設置することが適さないという

免除とか除外、そういった隔離のやり方もあるということを、あそこは最初の議

論の中ではございました。 

1:11:40 しかしながらは添付 8 だけをですね、いじるということで、設置許可も、申請と

いうものをですね、やり直しするということについては必ずしも適切ではないと

考えまして、設工認の本文の中でしっかりとその中身を 

1:11:57 御説明して確認させていただくことで、その本文でしっかりＦＶいただくというこ

とでは懇切項にて、そうスタートしているという経緯がございます。ですのでそ

う考えに基づいて今この緑の整理になっておりますので、 

1:12:17 審査会合においてもですね、私どもこのような形で何とか鋭意それぞれの稽

古まとまったエリアについても、換気が可能であるということの説明を積み上

げてきたというところでございます。それにつきまして、そこセキ様からおっしゃ

られたしっかりつけられるところ網羅性もひっくるめて、 

1:12:32 ｋＡしっかり考えてチェックして主観も結構あったんだという説明のことがです

ね、ちょっと体制内容と見るところにつきましては、ちょっと補足の説明と尽くし

たいと思っております。 

1:12:43 規制庁の関です。ご主張は一応理解はしていますので、 

1:12:54 もう最終的にはフローポンド示すを基本設計方針のほう方向性等、 

1:13:06 許可成功するのかであると困ったのそういった議論もあると思うのでちょっとた

らでまであまりやるのもよくないと思いますのでそこのところはちょっと示してい

ただいた上でですね、ちょっと考えたいと思います。はい。 

1:13:08 ただ 

1:13:09 はい。 

1:13:11 どちらにせよ 

1:13:23 つけなくていってすべて杓子定規につけるべきだという議論で話を進めている

わけではありませんのでその中でどういう選択肢なのかっていうところで、 

1:13:36 の議論かと思ってますので、そこはちょっと認識の値がないというところは理解

をしていただいてこの話を適正な方向で進めていきたいと思います。以上で

す。 

1:13:47 弁閉ウシジマでございます。こちらの趣旨がご理解いただいた上で、今はここ

まで 
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1:14:05 オキタが頑張ってやってるっていうこと確認がまだ追加で必要とすることと、あ

と今後ですね、基本設計方針売りでどういった表現にするかというところもまだ

ちょっとちょ、私どもとしても対応事故があると、そのような認識でございます。 

1:14:12 はい。はい今のまとめの提案により承りました。 

1:14:23 以上にしましょう。支店長サツカワ 8 それでは本日のヒアリングを非常にした

いと思います。すいません、関西電力大飯発電所のミイです。 

1:14:24 よろしいでしょうか。 

1:14:25 ます。 

1:14:43 すみません先ほど鈴木さんからいただきました質問なんですけども、回答でき

ますので回答させていただきたいと思います。お願いします。資料の 2、14 ペ

ージのところの右側の平面図の左上のところ、 

1:14:56 ダクトの簿価のところマルに建ってるけどこれはどういうことなのかということで

すけども、このダクトの母管側の下に垂直に下におりてきまして、下の階に簿

価がおりていってます。 

1:15:12 ということを表して丸という表現になっても垂直に母艦がええと敷設されている

ということでご認識いただければと思います。以上です。市長、鈴木です。理解

しました。ちょっとその 14 ページの絵なんですな。 

1:15:19 空気の流れのそのだと含めたところの 

1:15:21 ブルーの線が、 

1:15:24 何か壁に食い込んでるみたいに見えたので、上が 

1:15:27 そこだけちょっと気になったっていうことです。 

1:15:33 ここのところも一定と下側にしてもらっていいですか。 

1:15:43 はい。この青色の四角囲みについては日のところまで来るようにちょっと修正

させていただきます。はい、お願いします。 

1:15:45 以上です。 

1:15:51 はい、規制庁サツカワですそれではとかヒアリング以上にしたいと思います。

ありがとうございました。 

1:16:04 関西電力の方でも出ていただいたコメントについての核にバーッとしやすかっ

たりとか、後日送ってもらって、 

1:16:21 さっきセキさんもまとめてくれたんで。そうですねてもらっていない。先ほど関か

らまとめ的な発言がありましたので、あれでいいかなと思ってますので、一応

中身については事務方の供試体経由で 

1:16:24 中身見さしていただければと思います。 

1:16:29 はい。電力の対象といたしました。 
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1:16:34 はい、それでは本日ヒアリング以上にしたいと思います。ありがとうございまし

た。 

1:16:37 ありがとうございました。 

 


